
　

同
誌
は
大
阪
市
内
の
公
立

・
私
立
保
育
所
な
ど
で
無
料

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
問
題

の
広
告
は
、
表
紙
を
め
く
れ

ば
す
ぐ
見
え
る
３
ペ
ー
ジ
目

に
掲
載
。
大
阪
維
新
の
会
の

吉
村
洋
文
代
表
代
行（
知
事
）

大
阪
市
と
包
括
連
携
協

定
を
結
ぶ「
関
西
ぱ
ど
」

が
発
行
す
る
子
育
て
情

報
誌（
10
月
号
）の
表
紙

（
右
）と
、
大
阪
維
新
の

会
の
全
面
広
告（
左
）

の
顔
写
真
入
り
で
、「
大
阪

都
構
想
で
、
さ
ら
に
暮
ら
し

や
す
い
大
阪
へ
！
」
な
ど
と

宣
伝
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
市
は
、
民
間
企
業
の

資
源
や
手
法
を
地
域
課
題
の

解
決
に
生
か
す
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
企
業
グ
ル

ー
プ
と「
包
括
連
携
協
定
」を

締
結
。
17
年
度
か
ら
同
協
定

を
結
ん
だ
発
行
会
社
「
関
西

ぱ
ど
」
は
、『
ま
み
た
ん
』

に
市
の
子
育
て
情
報
な
ど
を

無
償
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
は
、
政
党
広
告
は

「
掲
載
不
可
」
の
基
準
を
設

け
て
い
ま
す
。
維
新
の
広
告

が
掲
載
さ
れ
た
10
月
号
は
市

民
か
ら
の
通
報
を
受
け
て
回

収
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
該
当
ペ
ー
ジ
が
削
除
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

井
上
氏
は
、
発
行
ま
で
に

掲
載
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

機
会
は
い
く
つ
も
あ
る
と

し
、「
な
ぜ
今
回
、
こ
の
よ

う
な
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
の

か
」
と
質
問
。
市
民
局
は

「『
関
西
ぱ
ど
』
の
担
当
者

が
、
政
党
広
告
が
掲
載
不
可

と
の
認
識
が
十
分
で
な
く
、

結
果
と
し
て
掲
載
し
た
」

「（
市
と
し
て
）広
告
に
つ
い

て
の
内
容
確
認
は
行
っ
て
い

な
か
っ
た
」
な
ど
の
答
弁
に

終
始
し
ま
し
た
。

　

井
上
氏
は
、
表
紙
に
は
大

阪
市
の
文
字
が
市
章
「
み
お

つ
く
し
」
の
マ
ー
ク
と
共
に

明
記
さ
れ
て
お
り
、
冊
子
全

体
に
市
が
責
任
を
持
つ
べ
き

で
、「
広
告
の
部
分
は
知
ら

な
か
っ
た
で
は
通
ら
な
い
」

と
強
調
。「
こ
れ
で
行
政
の

中
立
性
、
公
平
性
、
公
正
性

が
担
保
で
き
る
の
か
。（
大

阪
市
廃
止
・
分
割
の
）住
民

投
票
前
に
、
こ
ん
な
作
為
的

な
や
り
方
は
、
絶
対
に
許
せ

な
い
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

18
日
の
大
阪
市
議
会
教
育
こ
ど
も
委
員
会
で
日
本
共

産
党
の
井
上
浩
議
員
が
、
子
育
て
情
報
誌
『
ま
み
た

ん
』（
10
月
号
・
大
阪
市
版
）の
１
㌻
分
に
、
大
阪
維
新

の
会
の
全
面
広
告
が
、
規
定
に
反
し
て
掲
載
さ
れ
た
問

題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

「
都
」
構
想
バ
ラ
色
に
描
く
維
新
の
広
告

大
阪
市
の
情
報
誌
に
掲
載

井上浩市議

政
党
不
可
の
基
準
あ
る
の
に

公
平･
公
正･
中
立
担
保
で
き
ず

井
上
浩
議
員
が
批
判


